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1. 事業概要

Overview
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しまね発つながりダイバーシティ2.0
⾃⾛⽀援＊横展開⽀援による多様性を受容するアクティブな関係⼈⼝創出プラットフォーム

関係⼈⼝における取組段階と⼈材ニーズを組み合わせた⽀援の実施

R2年度に採択を受け実施した「しまね発つながりダイバーシティ」の成果とそこから⾒えてきた課

題を踏まえ、事業の基本⽅向を、 

「ⅰ先駆的なモデル事業の実施とモデルの横展開」 

「ⅱ.⾃⾛の条件となるマネタイズと地域側の運営体制の充実⽀援」を設定し、 

事業成果の深耕と拡⼤を図ることをめざした。

ビジョン



事業実施団体

協働地域・団体 協働関係⼈⼝層
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委託事業の統括管理および会計管理、提案者、連

携先機関との調整。島根県内における事業及び調

査分析、メンター調整。調査委員会事務局。WEB

活⽤コンテンツ、DB制作。

委託事業管理及び事業企画監修。⾸都圏関係⼈⼝

層に向けた広報戦略、募集戦略。⿂津市との企画

調整、オンラインイベントの企画運営

ステークホルダー
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主な事業達成状況
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のアイデアがオンラインフィールド

トライアルにおいて関係⼈⼝層から

提案された

のアイデアがオンラインフィールド

トライアルにおいて関係⼈⼝層から

提案された

のアイデアが次年度以降も継続して

展開する取り組みとなった

KPI：フィールドトライアル参加者による    

提案件数が参加者と同数

KPI：フィールドトライアル参加者による    

提案件数が参加者と同数

KPI：次年度に継続して展開する取り組みの

件数が2件以上

KPI：協働事業の実施件数1件 KPI：協働により「地域づくりにとってよ

い効果を得た」と感じる地元関係者の割合

が80％以上

KPI：関係⼈⼝との協働活動を継続したい

と考える関係者の割合が関係者の80％以上

有福温泉地域における関係⼈⼝と地

元住⺠による具体的な協働事業を実

施した

の関係⼈⼝層が

関係案内⼈育成

講座【ツナギビ

ト講座】に参加

した

本講座のテーマ

と内容には満⾜

したと回答

ツナギビト講座

事業に参加した地元関係者から 

今回の取り組みが⾃⾝の地域活動へ

の意欲が⾼まったと回答

協働により「地域づくりにとってよ

い効果を得た」と感じた地元関係者

6件
のかかわりしろ動画をYoutube「か

かわりシロチャンネル」で制作・発

信した



2. 昨年度成果とそこから⾒えた課題

Problem and DIrecton



主な実施内容 効果 地域と関係⼈⼝の関係性

かかわり｢シロ｣チャンネル ⼈・活動・地域のかかわりしろの⾒える化
・地域との接点ができる 

・関係が芽⽣える

・地域と関係⼈⼝が出会う・繋がる 

・関わり⽅を具体的に描く、共有する

・アイデアのプロジェクト化・実⾏による、 

 持続的な協働関係の構築

・地域側からの情報発信による関係の持続 

・地域の認知拡⼤

コミュニティと関係⼈⼝が出会う・繋がる 

ニーズ・シーズの共有、マッチング

オンライン交流イベント

オンラインフィールドトライアル

関係⼈⼝層からの繋がりアイデア提案

地元住⺠視点での地域案内 

メッセンジャーとしての役割の可視化

浜⽥市

浜⽥市

浜⽥市

浜⽥市

江津市

江津市

江津市

昨年度実施の効果

昨年度成果Last year’s Results 7
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関係⼈⼝ニーズ拡⼤・多様化に対応できる受⼊地域が少ない、機会損失の懸念

量・質が拡⼤、多様化する関係⼈⼝ニーズに対して、この時期を逃さず、 

地域活⼒の向上に活かせている、関係⼈⼝受⼊地域が少ないというギャップが⽣じている。

｢関係⼈⼝創出・拡⼤モデル」の横展開により、取組み着⼿から成果達成までの期間・投⼊コストの最⼩化 

拡⼤する関係⼈⼝関⼼層の関わりニーズを逃さず、 

地域住⺠やプレーヤーとをつなぐコーディネート⼈材「関係案内⼈」の育成 

取り組みの⾃⾛化を可能にする、「収益性」と 

広域的な協⼒連携を⾒据えた「⼈材を⽣かす運営体制」の充実

昨年度事業で⾒えた課題

課題解決のための要因

課題と解決要因



AARRTモデルAARRT model 9

関係づくり・獲得

関係の活性化 

かかわり⽅の具体化

関係の持続

活動⼈⼝化 

⾃⾛

Acquisition

Activation

Retention

Transform

地域で暮らす⼈や活動、 

かかわりしろをオープンにする

関係⼈⼝関⼼層と繋がる 

関わり⽅を考える、描く、共有する

地域からの継続的な情報発信 

かかわりしろ発信

実活動への発展、 

内と外の継続的な協働活動

関係⼈⼝層の 

能動的な地域紹介

AARRTモデル
地域と関係⼈⼝の関係創出・拡⼤フレームワーク

地域の紹介

Referral



3. 実施テーマ、実施地域の課題、 

 スキーム

Theme, Scheme, Contents



実施テーマTheme 11

しまね発つながり 

ダイバーシティ2.0
⾃⾛⽀援＊横展開⽀援による多様性を受容する 

アクティブな関係⼈⼝創出プラットフォーム
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実施地域

島根県浜⽥市
継続 継続 新規

島根県江津市 富⼭県⿂津市



実施地域・団体課題Problem 13

⿂津市

⿂津市は、富⼭県東部に位置する、⼈⼝

41,132⼈（R3年3⽉1⽇現在）であり、昭和60

年以降⼈⼝減少が続く状況となっている。 

⿂津市は13の地域により構成され、固有の地

域特性を活かしたまちづくりが進められてい

る。 

地域によっては取り組みを推進する担い⼿確保

や、地域プレイヤーの活動をサポートする多様

なスキル・経験・ネットワークを有する⽀援⼈

材の充実が求められている。

①浜⽥市実施の関係⼈⼝の視点を交えた地域課 

 題の発⾒・協働により解決をめざすモデルと 

 なる仕組みの活⽤ 

②かかわりしろを発⾒・紹介するチャンネル 

 活⽤

①⽇本海岸都市の広域的な関係⼈⼝連携構想 

 への挑戦 

②シーズ、ソトコトとの協⼒関係 

③島根県2市と類似の社会構造

R2年度の他地域での成果を活かした展開可能性

富⼭県⿂津市で実施する理由



横展開

関係案内⼈育成 ⾃⾛

関係⼈⼝の拡⼤と関係⼈⼝創出に取り組むコミュニティの拡⼤

関わり機会の拡充と地域間連携による 

⼈材育成と連携の体制づくり

地域と活動⼈⼝との協働

関係⼈⼝創出に取り組む 

地域・コミュニティの拡⼤

地域内編集⼈材、関係⼈⼝層の編集⼈材の育成

構築モデルを活かした 

スタートアップ地域との協働

かかわり｢シロ｣チャンネルの拡⼤

地域の魅⼒を発⾒、デザインする地域の編集⼈材の育成 

編集⼈材の発信機会の創出と拡充 

GOつくる⼤学との連携

昨年度協働した三地区以外の地区との協働オン

ラインフィールドトライアルの実施 

かかわり｢シロ｣チャンネルの投稿者コミュニテ

ィへの参画 

コミュニティを通じた上記地区トライアル参加

への協⼒

富⼭県⿂津市との連携 

⿂津市と関係をつくるためのオンライントライ

アルを実施 

富⼭と都市部を結ぶ関係⼈⼝講座「とやまつな

がるラボ」受講OBOGとの連携

三市をコア地域とし、かつオープン枠を設け、

様々な地域のかかわりしろ発信する 

ソトコト編集⻑ 指出⼀正⽒と、GO▶︎つくる⼤ 

学校⻑ 三浦⼤紀⽒による、チャネル出演者との

リレーセッションを⾏い、応援したい⼈とのマ

ッチングを図る。チャンネルのコミュニティ化

を⽬指す

浜⽥市 浜⽥市 江津市

江津市

⿂津市 ⿂津市

浜⽥市 ⿂津市

[ 関係⼈⼝ ]

島根県⽴⼤学⽣

[ 関係⼈⼝ ]

[ 関係⼈⼝ ] [ 関係⼈⼝ ]

GO▶︎つくる⼤学 有福温泉

トライアルの参加者が作成した 

講義プランの実現に向けた⽀援 

地域編集⼈材育成講座の協⼒

トライアル参加者の提案アイデア

実現に向けた⽀援 

例：ブックキュレーターによるミ

ニライブラリーの開設（R2提案）

江津市 江津市

[ 関係⼈⼝ ] [ 関係⼈⼝ ]

関わり⽅の⼊り⼝作り

受講の募集・実施

有料参加、実践

島根県⽴⼤学⽣



4. 実施内容

①横展開 

②関係案内⼈育成 

③⾃⾛

Details
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浜⽥市の新たなコミュニティづくりの拠点として整備される「まちづくりセンター」を通じて、⿊沢地区

と関係⼈⼝との協働トライアルを実施した。

選定地域の関係⼈⼝との

つながりニーズとかかわ

りシロ（課題・地域特

性・⼈）の把握

⼤都市側参加者を対象と

する事前ワークショップ 

（参加⽬的に応じたかわ

りシロニーズを把握）

オンラインフィールド・

トライアルの実施

関係⼈⼝創出に取り組む地域の拡⼤

1 2 3

浜⽥市

協働関係⼈⼝
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オンラインフィールドトライアル

①魅⼒の編集フェーズ ②交流・理解を深めるフェーズ ③つながりアイデア検討フェーズ ④地域の⼈との共有フェーズ

参加者のニーズの把握 

プレイヤーインタビュー 

地域紹介動画の編集

オンラインツアー 

かかわりしろの記録

つながりアイデアの検討 

ステイトメントの作成

ステイトメントの共有

浜⽥市
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地域の様⼦を動画で紹介



⿂津市で活動する地域プレイヤー・団体等との連携を通じて、地域と関係⼈⼝との協働トライアルを実

施。⿂津市内で活動するプレイヤーにメンターとしての指導、伴⾛役を依頼するとともに、同市地域協働

課との連携を図り、本事業終了後も⿂津市内の⾃⾛可能な体制づくりを⽬指した。

構築モデルを活かしたスタートアップ地域との協働

⿂津市

活動内容 横展開Details 19

選定地域の関係⼈⼝との

つながりニーズとかかわ

りシロ（課題・地域特

性・⼈）の把握

⼤都市側参加者を対象と

する事前ワークショップ 

（参加⽬的に応じたかわ

りシロニーズを把握）

オンラインフィールド・

トライアルの実施

1 2 3
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参加者のニーズの把握 

プレイヤーインタビュー

オンラインツアー つながりアイデアの検討 

ステイトメントの作成

地元関係者へのステイトメントの

共有

オンラインフィールドトライアル

①魅⼒の編集フェーズ ②交流・理解を深めるフェーズ ③つながりアイデア検討フェーズ ④地域の⼈との共有フェーズ

⿂津市
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地域の様⼦を動画で紹介



地域の魅⼒ある場所やコト、モノを素材に、さまざまな活動を展開している「地域びと」が、関係⼈⼝と

のつながりを訴求する動画を紹介するYoutube「かかわりシロチャンネル（Ｒ２事業で開設）」を活か

し、引き続き可視化するメディアとして活⽤した。

かかわりシロの可視化 かかわりシロチャンネル

の発信

オンライン・トークイベ

ントの開催

かかわりシロの可視化

浜⽥市 江津市 ⿂津市

活動内容 横展開Details 22

1 2 3
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地域の⼈＊関係⼈⼝をつなぎ、かかわりシロ発⾒と参画協働機会を地域で創出するコーディネート⼈材の

育成を図るため、関係案内⼈育成講座を開講した。 

今年度テーマである「海流関係⼈⼝」を視野に、関係⼈⼝として広くネットワークを図り、多様な地域と

の関わりを可能にする「ツナギビト」としての育成を図る講座を実施した。

持続可能なつながり⽅の

検討：関係案内⼈育成講

座

アドバイザーによる関係

案内⼈育成講座の可能性

提⾔

運営団体ネットワーク会

議開催

地域内編集⼈材、関係⼈⼝層の編集⼈材の育成

協働関係⼈⼝

浜⽥市 江津市 ⿂津市

1 2 3
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地域 

プレーヤー 

（かかわりしろ）

地域プレーヤーとつながり、それぞれのかかわしろに、 

関係⼈⼝を誘い、ゆるくコネクトする

ツナギビトのイメージ

わたし
関係⼈⼝ 

関⼼層
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ツナギビト講座プロセス

ツナギビトの意義を学ぶ 

ツナギビトとして⼤事にしたいこ

とを考える

⾃分らしい地域の⾒⽅を学ぶ 

ステートメントの作成

ステイトメントの発表 動画⽤ストーリー検討 

ストーリー発表

①地域のツナギビトから学ぶ ②地域の編集から考えるツナギ⽅ ③ステートメント発表 ④シロチャン・アイデアソン

浜⽥市 江津市 ⿂津市
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活動内容 関係案内⼈育成Details 27

関係案内応援コミュニティ(プラットフォーム)づくりの基本⽅針や期待したい効果や、コミュニティが果

たすべき役割について、評価を⾏う調査委員会を開催。

関係⼈⼝プロジェクト創出プラットフォーム仮説の検証

⾃⾛モデルの検討

若林宗男 ⽒（委員）

⽥中輝美 ⽒（委員）

指出⼀正 ⽒（委員）

三浦⼤紀 ⽒（オブザーバー）

事業構想⼤学院⼤学客員教授

ローカル・ジャーナリスト

ソトコト編集⻑

GO▶︎つくる⼤学校⻑

調査委員



⾃⾛化スタイルのひとつである、プレイヤーと関係⼈⼝の相対による協働事業の展開を促進するため、R2

年の有福温泉地域オンライントライアルで提案のあった協働プランのうち、「有福ブックライブラリー」

の実施を⽀援した。

持続可能なつながり⽅の

検討

有福温泉協働プロジェク

ト実施⽀援

有福温泉地域 

関係⼈⼝と地元住⺠の協働事業プロデュース

協働関係⼈⼝

江津市

1 2

活動内容 ⾃⾛Details 28



活動内容 浜⽥市Details 29

ARIFUKUBOOK TABLEプロセス

施設コンセプトインタビュー（地

元プレイヤー、関係⼈⼝） 

コンセプト⽴案（関係⼈⼝）

選書テーマの設定、活⽤⽅法の検

討、演出案の検討

寄贈の呼びかけ 

メッセージ⽤ポップデザイン（関

係⼈⼝）

プロジェクトのオンライン報告会 

プロジェクトの実施

有福温泉

①ライブラリコンセプト⽴案 ②選書テーマの設定 ③寄贈の呼びかけ、ポップデザイン ④実施
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「ARIFUKUBOOK TABLE」で⽣まれたつながり

トークセッションTalk Session 31

プロジェクト担当者

関係⼈⼝層

有福地域

地元プレイヤー

プロジェクトサポーター

・ポップデザイン 

・本の寄贈



5. 事業成果 

 ⾃⽴・⾃⾛化の検討 

 他地域への横展開の可能性の検討 

Business Achievements



事業成果Business Achievements 33

1. 横展開 2. 関係案内⼈育成 3. ⾃⾛

浜⽥市における横展開では、市が運⽤する「浜

⽥応援団」や出⾝者を対象としたため、出⾝者

などの「つながり直し」も⾒出された。今後の

可能性の発⾒や提⾔が期待される。 

また、地域の持つ資源や⼈の魅⼒を整理、抽出

することができた。

⿂津市では、「若い世代の活動を知ることがで

きた」「富⼭との新しいつながりができた」と

いう意⾒が寄せられ、スタートアップ型として

「⼈」を介したつながりのきっかけづくりとな

った。またツアー終了後、参加者と現地プレイ

ヤーとの個別の協働プロジェクトやアクション

が⽴ち上がった。

ツナギビト講座として、関係⼈⼝育成を実施し

たことにより、個⼈と地域とが1対1ではなく、

より多様につながるスキルを関係⼈⼝が習得す

ることができた。

関係案内⼈としての⾃分らしい役割を、1⼈1⼈

が⾒つけることができた。

関係⼈⼝と地域とをつなぐプラットフォームと

しての役割が期待されることから、地域と関係

⼈⼝との良好な橋渡しの促進が期待される。

有福温泉プロジェクトでは、関係⼈⼝による昨

年度のプランを実践へと進めたことにより、

「関わり⽅の可視化」から「関わりの持続」さ

らには「活動⼈⼝へ」という深化のプロセスを

実証することができた。（弊社提案「AARRTモ

デル」）

有福温泉プロジェクトは完全オンラインによる

実施であったが、関係⼈⼝の有する「知識」

「スキル」「意欲」を多いに活かし、関係⼈⼝

ならではの⼿法で地域における活動を活発に

し、魅⼒を⾼めることができた。また関係⼈⼝

同⼠による関わりの連鎖を⽣むことができた。
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スタートアップ型トライアルにおいて、島根県

浜⽥市では⼀つの地区に限定したフィールドト

ライアル、⿂津市ではより広い市域で活躍する

プレイヤーとの多様な出会いを試みた。横展開

において多様な試みを実施したことから、関係

⼈⼝と地域とをつなぐ多様な経験を得、その知

⾒を両地域が相互に共有することができた。

ブラッシュアップ型モデルの事例をスタートア

ップ型地域に共有したことで、次の段階に進む

ためのナレッジや視点を共有することができた

ツナギビト講座には、関係⼈⼝講座の修了⽣に

参加いただいた。参加者は、⾃分なりの地域と

の繋がり⽅をさらに深めたい、また深めるため

にどうすれば良いか分からないといったニーズ

を抱えていることがわかった。

活動⼈⼝へ変化していく層として、関係⼈⼝講

座修了⽣は⼤きな可能性を秘めている。ツナギ

ビト講座のような、関係⼈⼝としての関わり⽅

を深める機会や、関係案内⼈へと成⻑する場

は、事業性が⾼いと考えられる。

1. ナレッジの共有 3. 関係⼈⼝層の次なるニーズ

「かかわりシロチャンネル」をはじめとする、

最初の接点の段階から、各トライアルを通じて 

①関係⼈⼝への働きかけ 

②地域側からの「かかわりしろ」の発信 

③相互交流と関わりの可視化 

④関わりの継続 

⑤関係⼈⼝と地域との協働活動 

へと関係⼈⼝と地域とが関わりを深化させるプ

ロセスを試みることができた。

2. 関わりプロセスの網羅的な実施
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かかわりシロチャンネル

ブラッシュアップ型トライアル 関係案内⼈（ツナギビト）育成

スタートアップ型トライアル（横展開）

多様なナビゲーターによる 
関わりしろの提⽰

ARIFUKUBOOK TABLEの 
関係案内化と継続的な活動⽀援

ツナギビトの育成充実に向けた 
プラットフォーム機能の改善

地域や個⼈からの投稿

情報交流や関係案内所機能の 
開設など、関係を深化・ 
持続させるフォローアップ
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本事業では、地域と関係⼈⼝の協働プロジェ

クト⽀援を実施した。双⽅の繋がりニーズの

確認と共有、進⾏管理、寄贈サポート、クリ

エイティブ⾯のサポートなどを事務局が⾏

い、チーム活動の促進、プロジェクトのクオ

リティ担保を担った。 

地域と関係⼈⼝がいるだけでは、繋がりや動

きが⽣まれづらい。間に⼊り両者を円滑に動

し、かつ満⾜度の⾼い関係性や活動へと発展

させるために中間⽀援団体の役割や責任範囲

があると考えられる。

ツナギビト講座の実施を通じて、関係⼈⼝層

の次のニーズが顕在化した。またそのニーズ

を解決するための⼿法として、ツナギビト講

座が有効であることが⽰唆された。 

今回は全てオンラインで実施をしたが、現地

ツアーなども取り⼊れることで、マネタイズ

の可能性が出てくる。また、地域外の関係⼈

⼝だけではなく、地域内関係⼈⼝も受講対象

にすることで、リーチできる層が広がってい

く。

⿊沢地区トライアルでは、⿊沢BOXという地

域住⺠が⼿がけた⾷をパッケージにして参加

者へ届けた。地域関係者から「地域の資源や

⼈の魅⼒の整理ができたことで、⿊沢BOX

が作れた」とコメントいただいた。 

地域⼈材や資源の魅⼒を再編集することで、

新たなコンテンツが⽣まれる可能性がある。

地域が主体となり、魅⼒の編集やコンテンツ

作成、発信を⾏うことは、関係⼈⼝創出活動

の⾃⽴・⾃⾛に繋がる。

中間⽀援団体の責任範囲 ツナギビト講座の有料化 地域⼈材、資源の 

可視化とコンテンツ化
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地域と関係⼈⼝の関係性を捉えるモデルとし

て、AARRTモデルを提唱した。本事業で得

られた知⾒をもとに、各フェーズで実施すべ

きアクションやフェーズを担う⼈材、フェー

ズを深化させていく要因などを整理・蓄積

し、横展開が可能になるように整備してい

く。

スタートアップ型の次の段階として、構築で

きた関係をゆるく継続させられる仕掛け、ま

たそこまで考慮した上での事業スタートが必

要であることが分かった。継続の⽅法とし

て、リアル/オンライン関係案内所(SNSグル

ープやサロンなど)、ツナギビト、かかわり

シロチャンネルといったメディア、まちづく

センター（公的機関）の参⼊など多⾓的な視

点や価値軸で発信し、地域が時々動いている

ことが⾒える、仕掛けづくりが必要である。

今回実施した【ARIFUKUBOOK TABLE】の

ように、関係⼈⼝の関わりを深化させたり、

協働スタイルを促す⼿法を横展開し、地域の

価値を⼤きくしていくことが必要である。 

事務局を含めたチームづくりや、地域と関係

⼈⼝双⽅のリテラシー（関わりしろへの理解

やニーズ把握）向上など、様々な要因が考え

られるため、それらを整理し、横展開へと繋

げていきたい。

AARRTモデルによる 

知⾒・実績の蓄積と展開

つながりを継続、 

進展する仕掛けづくり

地域と関係⼈⼝の協働 

スタイルの横展開




